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【第1講】 

 キャリア教育の推進に向けて～児童生徒一人一人の勤労観、職業観を育てるために～ 

    （平成17年５月 文部科学省） 

 

Ⅰ キャリア教育が求められる背景とその基本的な考え方 

 １ キャリア教育が求められる背景 

① 少子高齢社会の到来、産業・経済の構造的変化や雇用の多様化・流動化 

  ② 就職・就業をめぐる環境の変化 

  ③ 若者の勤労観、職業観や社会人・職業人としての基礎的・基本的な資質をめぐる課題 

  ④ 精神的・社会的自立が遅れ、人間関係をうまく築くことができない、自分で意思決定ができ

ない、自己肯定感を持てない、将来に希望を持つことができない、進路を選ぼうとしないな

ど、子どもたちの生活・意識の変容 

  ⑤ 高学歴社会におけるモラトリアム傾向が強くなり、進学も就職もしなかったり、進路意識や

目的意識が希薄なまま「とりあえず」進学したりする若者の増加 

 

２ 「キャリア教育」とは 

  「児童生徒一人一人のキャリア発達を支援し、それぞれにふさわしいキャリアを形成していくた

めに必要な意欲・態度や能力を育てる教育」ととらえ、端的には、「児童生徒一人一人の勤労観、

職業観を育てる教育」とする。 

 

３ 基本的な考え方 

学校の教育活動全体を通じて、児童生徒の発達段階に応じた小学校段階からの組織的・系統的  

なキャリア教育の推進が必要 

 

Ⅱ キャリア教育の意義 

１ キャリア教育は，一人一人のキャリア発達や個としての自立を促す視点から、従来の教育の在 

リ方を幅広く見直し、改革していくための理念と方向性を示すもの 

 

 ２ キャリア教育は、キャリアが子どもたちの発達段階やその発達課題の達成と深くかかわりなが 

ら段階を追って発達していくことを踏まえ、子どもたちの全人的な成長・発達を促す視点に立っ

た取組を積極的に進めること 

 

Ⅲ キャリア教育の基本方向と推進方策 

１ 基本方向 

  ① 「働くこと」への関心・意欲の高揚と学習意欲の向上 

ａ 職業や進路などキャリアに関する学習と教科・科目の学習との相互補完性の重視 

ｂ 進路への関心・意欲の高揚と学習の必要性・有用性の認識の向上 

② 一人一人のキャリア発達への支援 

ａ 子どもたちのキャリア発達の的確な把握 

ｂ キャリア・カウンセリングの機会の確保と質の向上 

③ 社会人・職業人としての資質・能力を高める指導の充実 
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④ 自立意識の涵養と豊かな人間性の育成 

ａ 働くことの意義についての総合的な理解の促進 

ｂ 早期からの自立意識の涵養と豊かな人間性の育成 

 

 ２ キャリア教育推進のための方策 

① 教育課程への位置付けとその工夫 

② 各発達段階に応じた「能力・態度」の育成を軸とした学習プログラムの開発 

    ③ 体験活動等の活用（職場体験、インターンシップ、ボランティア活動、地域の職業調べ、幼

小中高大等の多様な学校間連携、上級学校調べ等） 

④ 社会や経済の仕組みについての現実的理解の促進等 

  ⑤ 多様で幅広い他者との人間関係の構築 

  

Ⅳ キャリア教育を推進するための条件整備 

１ キャリア教育を推進するための学校内の組織、体制づくり 

  

２ 教員の資質の向上と専門的能力を有する教員の養成 

   ① すべての教員がキャリア教育の本質的理解を共有 

   ② すべての教員が基本的なキャリア・カウンセリングを行うことができるよう研修プログラム

を開発・普及 

    ③ キャリア教育の視点に立ったカリキュラム開発能力や地域社会等とのコーディネート能力

を身に付けさせるための教員研修の充実 

  

３ 学校外の教育資源活用にかかるシステムづくり 

① 職場体験、インターンシップ等の受入れ先の確保など、体験活動推進のための学校、地域、    

企業、関連行政機関等でのシステムづくり 

   ② 地域の産業界等における人材をキャリア・アドバイザーとして確保・活用するためのシステ

ムづくり 

  

４ 保護者との連携の推進 

  ① 学校からの保護者への積極的な働きかけ 

  ② 家庭の役割の自覚 

  ③ 保護者の学校教育への積極的な参画 

 

 ５ 関係機関等との連携と社会全体の理解の促進 

  ① インターンシップ等を推進していくために、関係機関等が連絡・協議を行う場を国、地方レ     

   ベルで整備 

② ハローワーク、大学・専門学校等との連携や経済団体、企業等の理解と協力の推進 

 

 

 「キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書」（平成16年１月28日）より 


